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凝固値は貯藏するにつれ増大し且つ紫色螢光繭は黄色のものより常に大なり。

　色素の吸藩　　　　　　　　　　，
獄繭の・，1％アニリン赤の吸着量（睡）は次の如し・
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之れより黄色螢光繭は紫色のものに比して其の色素吸着

性大なる傾向を有す。

以上の結果よ購色螢光繭は紫色のものより陣貯藏

條件及び月数のものに於て解好良好なる諸性質を有す。

　　〔C〕結　　果

」，記曜騨＿つの晶種につ駄巨易燈を以て艶並び螺鱗光の轍なるもの紛ち瑛の鱒

轍び騰中の諸性質曜イヒ捌定したるもの醐甑從つて他の罐叉は齪上の條件の異なる

ものt。、9で言及する能脇績騨供せし総繭蹴きて鵬て黄鱗弼晦螺色のものよdpも解

鰍うしき灘勲示せり．か・る灘質の樽はセリシ・分鰍子の聚創生曝駐從っ韻の水縄
の相違に基づくものと、微蟄ながらもセリシン粒子中に混在する電解質殊に溶液のPH値に影響を及

ぼす磯並び礁機伽儲の多少はるものと考へらる・加磋は巳に性的の構はつ砲る
も曝齢中ve於てセリシ職子の細蹴囎溝を齢る舳襯←によbて腱るものと考へら

る此等の原因に就きては更めて後報せんとす。

勧臨み原料の搬及鉢繊幽して獄の援鵬励し上畷鱒門騨製纈の欄欝
幽し深憾謝の意猿す。　　　　　　冒　（昭和五年十二月二十二日受理）

切綿機のシリンダーに就て

香山淸和

切徽に於て・リガー径、ド・・F　，＝　”一一ムピ・帳さ等が等綿哩化に劃しどんな翻舗する

かと鄭耽見出すは必勲事働る．り磯化は鰍あるであらうが燗下の3種しか軸と思ふ

　1．短綿となるに從ぴ増加する（A参照）

　2．短綿となるに從ひ減少する（賞参照）

　3。谷等綿同檬である則ち關係がない（C参照）

往嚇の醐禰加㈲（D参照）難減凡たり（E参照）するものがあるが瀞る騨徹する

理由なく不合理なる事は勿論である。
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　之の事は切綿機許りでなく総ての場合に適用される

であらう。

　色々な場合に上の3種の内何れが適當であるかと蓉

ふ嚢を知るには最初から理論的に湾究される事もある

が、多くの場合實際の仕事にたつさわつてゐる内に自

ら後見されその後から理論づけられるものである。

　私が此膿に記述せんとする切綿機の場合に於ても勿

論そうした経過をたどつたものであるが、其の結果を

後から裏書するだけ充分な實験の禺來なかつた事を遺

憾とする。特に現在行はれてゐる方法とかけ離れた部分には此例盛が深い。侮此腱では英式及び佛式

に就てのみ研究して見た。米式は構造が可成異つてゐるので除外した。

　A　コ・－mム間の距離

　1っのコー一ムピンの根元から次のコ　一一　1・ピンの根元までの路離をコ・一ム聞の距離と武ふ。コーム聞

の距離の決定は綿長に關係する。故にまつ綿長を決定せねばならぬ。今築均綿長を下の様であると假

定する。

　　　　　　　　等綿　　　　　　　　綿長

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　5，5〃

　　　　　　　　　工工　　　　　　　　　　　4，5

　　　　　　　　品　　『1：1　　　　、P秘
　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　2，0

繊維が針におさへられる爲めには少しでも先が曲らな

ければならぬから實際綿長よりは必す短くなる。然し

早均綿長で考へてゐる故針に折れて掛つても㈹平均綿

長位あるものが多少でも存在する事が想像されるから

針にかSつた綿の長さは雫均綿長だけあると考へねば

ならぬ。綿が針先に引掛けられると直ちに針の根元に

入るからコームの距離は少くとも2F均綿長十針の長さ

だけは必要になる。便綿則ち1等綿及び1工等糸lllのあるものは鋏にか泳る．云ぴ換へるとそれ以上繊維

の長さは必要ないとして切つてしまふ、故にコーム間の距離はこの場合には　　　　’

　コーム間の距離嵩耶均綿畏十針の長さ

でよい事になるII等綿以下の鋏に掛けぬものになると綿をスチツクで巻取る鯨裕が必要である。之は
少くとも駈なくてはなら蝋に・一・・　rpfiの醗は之の場舗

　コーム間の距離綴雫均綿長＋針の長さ＋余裕（4）

位にとらねばならぬ。
今欝綿ピン帳・は全糊様で孝r・均徽は前捌・くであるとし、上の式から一醐唖

離を求めると下の通りになる。1等綿だけ鋏を使用するとする。

等綿　　亭均綿長　　針の長さ　　余椿　　ローム間の距離
　　　　　　　　　　　3”　　　　　　　　　1〃

1　5・5”＋㌃＋、9，＝7て
工工　ゆ”　＋　”＋Fτ　・：7tt
III　　　　　　3，5　　　　　－1－　　　　　〃　　　－1－　〃　　　　＝：　　6
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　　mエ　2・5　＋　鰐＋誓　・5
　　v　2・・＋〃＋〃一・善
實際の場合には各等紬にこんなに多数のコームを作る纂は繁雑であり必要がないので綿長の近似した

等綿を共通にするがよい。期ちコームの種類を（L）（II・III）（lrlL　V）の3種にし考へて見る事

にする。この様に2種の綿を同じSt　一・ムにする場合にはコーム闇の距離は侵過ぎる事は塞所を幾すだ

けで差支ないので長い方の綿長に合はせねばならぬ。則ち下の様になる。

　等　綿　　耶均綿長　　　コーム間の距離　　　　　　　　、
　　エ　　5・5〃　　・．5〃　・誓

　　II　　　　4・51
　　皿　・　3．5∫　　4・°「　7”

工琴I　l：1｝　2．・・￥’

鋏を掛ける綿則ち1及IIの長い物に於けるコーム闇の距離は歩留と綿侵に關係する事が多い。コー1、

闇の距離を短くすると歩留は増加し綿便は減少する。長くすると綿畏は増加し歩留は減少する。故に

製造方針により適當に定めねばならぬ。

　鋏を使用せぬものではコーム闇の距離は歩留や綿長に殆んど關係がない、唯短過窪ると仕事が困難

になり長過ぎると塞所が出來て生産高が減少するだけである。

B．　シljン蟹一樫

　前項に於て＝・・一ム間の距離を決定せる故シリンダー…の懲が定まればコーム数も自ら定まるしコーム

数が定まればシリンダー樫が出て來る。

　綿長が短くなるに從ひシリンダー樫が如何に墾化するかと去ふに前述の如く下の3種以外にあり得

ない。

　1・短綿となるに從ひ大となる。

　2・各等綿共同径となる。

　3・短綿となるに二從ぴ小となる。　　　　　’　　　「

　シリンダーが上詑の如く攣化するとコームは下の様になるであらう。

　1・各等綿コーム数同じ。

　2・短綿となるに從ぴコー一ム数壇加する。

　3・前　　　　同

下等綿となるに從ひ径を小にせるものは短綿に於て出來高激減し、各等綿圓形1籔に鮒する所要切綿

豪数を均一ならしめる事が出來ぬ。又樫を大にすると短綿に於てゲージをとる事が園難になる。之の

様な｛映勲があるのでシリンダー径は各等綿同一とするが最も適當と考へる。

　然らばシリンダー樫は何吋位がよいかと云ふになるべく大きい程能率がよい鐸である。然しあまり

大きくするとゲージ問題で困難になるから自ら定まつて來る。自分の経瞼の範國ではユ4”以上大をく

するだけの大謄さが出て來ない。今シリンダー裡をユ4”として前述のコーム間の距離に依リコーム数

を求めると下の檬になる。

　等　　綿　　　 シリンダー裡　 距　 離　　コーム数

1エ　　　エ4〃　　7筈　　6
　工IIII　　　　　　　　〃　　　　　　　　7”　　　　　　　7

　1mV　　〃　　4尋’　1。
　　　　　　　　　　　　　　　　“
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C．受　　針　　撒

　受針激は織維1本が受ける事で庇塵では針1本にかSる繊維鐵の事である。針1本にカ；Sる繊維激

は各等綿同一であるを原則とする。綿が短くなると同じ目方の中の繊維数が増加して來る。例へば4

吋と2吋の繊維があれば同じ目方に封して2吋の方は倍の織維がある事となる故針1本にかSる繊維数

を同じにする爲めには2吋の方は2倍の受針数を奥へねばならぬ事になる。かくの如き目的を建する

爲めには短綿となるに從ひ

　1．ドラフトを大にする。2・ブリンヂー本の目方を減少する。3・コ・・一ムー枚のピン数を多くする。

と云ふ檬な方法の何れかに依らねばならぬ。上の3項の内何れを攣へるかと云ふ事は工場の都合や當

事者の考に依つて定まるので、或る所では3項共攣へるであらうし3く一一つだけ攣へるものや二つ愛へる

ものもあるであらう。私の考ではドラフトとピン数を各等綿同様としプリンヂの目方だけを下等綿と

なるに從ひ減少さぜるのが最も簡軍で合理的な方法であると思ふ。之の場合に各等綿のピン1本に掛

る繊維数を同じくする爲めにはブリンヂの目方を綿長に比例ぜしむればよい。則ち下の寡式が域立す

る。

　　　フリンヂ】本の同方・・1，46×亭均綿長

　次にドラ7トは幾何が適當かと云ふに色々な考へ方もあるであらうがシリンダーの針先とシリンダ

ーに最も近いフィー一ドローラーの針先とのドラフトで探つてプリンデの目方が前述の様な場合には

260倍位が最も適當であらう。

　3ζピン数はコーム1枚の総ピン数で数へて350本位がよろしいであらう。

　次に之等の撒字から前に出して置いた亭均綿長を元にして表を作つて見ると次の如くである。

　　等　　綿　　　　畢均綿長　　　　ビン鍛　　フS）ンヂ1本の目方　　ドラフト

　　　1　　　　　　　　　　　5，5”　　　　　　　　　 350本　　　　　　　　　　　8．0盈」　　　　　　　　　260倍

　　　II　　　　　　　　　　　　4．5　　　　　　　　・　　　　350　　　　　　　　　　　　　　6．5　　　　　　　　　　　　260

　　　工】：1　　　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　　　　　350　　　　　　　　　　　　　5．0　　　　　9　　　　　26P

　　工工1工　　　　　　　　　　　2。5　　　　　　　　　　　　350　　　　　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　　　　　260

　　　V　　　　　　　　　　　2．0　　　　　　　　　　　350　　　　　　・　　　　　　3．0　　　　　　　　　　　260

上の様にすれば理想的であるが實際の場合には機械の構遭や仕事の都合上三つの内1個所だけ攣へな

ければならぬ事がある。之の場合には淺りの二つを適當に増減する慕に依つて大艘上衷と同一一一の団的

を達する事が患來る。その換算式を示すと下の如くである。

・リンヂ・本の肪過長×ピ諜。誉ドラフト

・ラ・・－623°[蓋響方
ピ藤623]珠瑠肪

例へばブリンヂの圓方を短綿に於てもつと増加したい時にはドラフト及びピン数の爾者3ζは何れかを

上の換算式に依り短綿となるに從ひ増加せしむればよい。叉ビン数が下等綿となるに從ぴ多くなる檬

に機械が構造せられてゐた時、針を直す必要はなくて短綿に於てブリンヂの目方叉はドラフトを多少

増加せしむれば差支ない。

　かくの如く都合に依り自由に攣更されるものであるがピン数及ドラフトが短綿となるに從ひ減少し

たり或はブリンヂの目方が少きに失し針1本の受ける繊維数が減少するなど冥云ふ事は絶封に避けね’

ばならぬ。

　要するにピン数は200－450本vプリンヂの目方は10－2・5匁3ζドラフトも200－50019・位迄・一・般に
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使用されてゐるから之の範園内で作業上最も都合のよい方法を撰操するがよいであらう。

D．コームピンの長さ

　コームピンのみならすどんなピンでもピンそのもの噺髄．kから去へば、長さ増加するに從ひ太さ

を増し、細くなれば減少すべきものである。コームビンにあつては長綿は繊維が強いから太いビンを

使用し短綿は容易に解き得るから細くも遊支なく、禽しばしばビン数を多くする關係からも翻くなる

事は必要である。而し短綿に於て短い審は必要がない許りでなく不都含でφる。之は如何なる理由か

と云ふに次に違べる様な事に依るであらう。

　そもそもコームピンの長さたるや各等綿規定の匁最が掛つてもはすれぬ丈の長さがなければならぬ

ものである。而してブリンヂの圓方は綿長に比例せしめてある事前述の如くであるからプリンヂの厚

さは各等綿同一である筈である。故にビンの長さは各等綿同一と探つてよろしいと思ふ。

　ピンの長さと等綿の關係は以上で分明したのであるが次に幾何の侵さがあればよいかと去ふ窃を研

究して見る。

　　　　　　　　　　　圃はプリンヂの断面で工がピンにはまつてゐた部分としブリンヂの目方か

　　　　　　　　　　　つてゐ・蹴しまつてゐるので顎と考へられ・撤に鰹の願誓（針

　　　　　　　　　　　が針i薮に直角に植ゑてある場合）及び綿は多少斑にカ4Sるので針先の籐裕
　　　　　　　　　　　5”
　　　　　　　　　　　万を考へに入れて
　　　　　　　　　　　　　　3！！　　3！！　　5！！　　　3ノノ　　゜

　　　　　　　　　　　　　　丁＋ミ「＋F＝11τ

　　　　　　　　　　　位を最も適當と考へる。プリンヂの目方が蘭蓮の通りで之より短いとあた

　　　　　　　　　　　　らよい綿を落綿とする。叉長い事は一寸差支はない檬であるが矢張ブラシ

　　　　　　　　　　　　SUが働かぬ爲綿がしまらなくなるし、爾綿をフリース歌態で長い距離を動

かす事となりよろしくない。

　ピンはプリンヂの目方が増加したリピン数が少なかつたり或は角度が減少した時は何れも長くせね

ばならぬ。叉その反封の場合には短くすべきである。之等は何れも比例算で求める事が出來る。

E．シリン蟹一の表面速度

　シリンダーの表面速度は色々な條件に關係するであらうがそれは極めて僅かな問題で殆んど考へる

必要がない。まつ綿長だけ關係して攣化すると見て差支ないであらう。シリンダーの針先で表した表

面速度と耶均綿長との關係は下の式で表はす事が出來る。
　　　　3　　　　　　＿
　　6500レ！平均綿長＝表面速度

　之を先に假定せる綿侵を探用し籔字を入れて見ると下表の如くなる。

　等　綿　　　綿　長　　　立方帳　　　表面遽度
　　　1　　　　　　　　　　　　　5．5　　　　　　　　　　　　　1．76　　　　　　　　　　　　11400”

　　　II　　　　　　　　　　　　4．5　　　　　　　　　　　1．65　　　　　　　　　　　10700

　　1〕：1　　　　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　　　　　1．52　　　　　　　　　　　　9900

　　工II工　　　　　　　　　　　2．5　　　　　　　　　　　　1．35　　　　　　　　　　　　8800

　　　V　　　　　　　　　　　　　2．0　　　　　　　　　　　　　1．26　　　　　　　　　　　　　8200

F。コームビンの角度

St　一ムピンの角度はセンタ・・との角度（圃のCt）及び針盛との角度（β）とに分けて考へて見る必要が
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ある。

◎　ゐ、侵、＿＿來＿＿数を同じ＿以

　　　　ノ

ー鷺　’と諮罵難撃鶴崖繍て謙縫
lX　／　　　　　加したり減少したり叉は中間で増減してゐるのであるが、か

レ酬　禦謄簾鵬繍聖喜毅三幾舞繍慶

　　　　　　　　　　　　　上各箭綱一で翻麺をとる溺最も縮である・思ふ・

　　　　　　　　　　　　　之の言を標準としピンの長さを1－．4としてピンとセンターと

　　　　　　　　　　　　　のなす角度を求めると約110°となる。則ち110°と探ればよい竈

　　　“　　　　　　　　　になる。之は各等綿共ピンの長さがpm　一一と考へた場合である

　　　　　　　　　　　　　が短綿に長さが短くなると距離を同じくする爲めには角度を

　〃　　　　　　大にせねばらぬし叉長くすれば短綿にi封し小にせねばならぬ。3ζ同じ仕
告　　擬に凱ドラ・・が少いときは麟を讐・り大脚ばならぬので從

　　　　　　　　　つて角度を大にせねばならぬ必要が生じて來る。

　　　，　　　　かくの如く實際に使用される場合になると針長其他の關係上角度を墾

化させねばならぬのであるがどの位まで攣へられるかを考へて見る。最

大を考へると180°になると綿をとかすだけで保持出來なくなるから之以

上にはなれぬ。最少を考へると針先がシリン”“一一の外へ出ぬ様になると

針の作用をなさぬ故之以下にはなれぬ。則ち以上の範團で實際には90°一一

針を機てあ鎭鎌と醜・・大　　　　　　　　．

120°位までである。故に之の闇で最も都合よきものを定むべきである。

　針嘉との角度とは針と　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塵熊

のなす角を去ふ。之の角

度も短綿となるに從ぴ色

汝攣へてあるものもある

矢張各等綿同一でよい諜

である。然らば何度位が

適當かと云ふに直角に執

がその腰瑠めil’°Y，・・熈黙・・醸ミ…＼　　き、・、・、・、・、・xms、・、・、
、　、　N　　　、　N　　　　、　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが最もよいと思ふ。直角より大になると圖で知られる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　様に前方にある針璽iの角に邪魔されて針の根元に綿の入

直飾・少　　　　　ら蜥分を野る．離卜嘉及針の保全上からも不灘で、

共他色・婿映勲があるので殆んど用ぴられてゐない。直角

より小になると前述の場合程の鋏黙はないが矢張針とオ畏

元と針蟹との間隔が小さいので針の根元た綿のかNらぬ

1　’・、・、・、、、、、、、・1’ミ・1・ミ・、　、・　　　　部分を生じ叉出來上つたブリンヂが表裏著しく長さの違

つたものになり易いと致ふ様な不都合な虞がある。其の

外に直角でないものは針璽の厚さと幅が籐分に要ると云
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ふ飲瓢もある。

　一般に使用せらるsものは直角（則ちgo°）の外に65°近漫のものがあるが勿論不適當な課である。

要するに璽要なのはセンターの角度であるから之の角度を合はせる爲めには針i薮との角度は90°以内

に於て多少攣更するは巳むを得ぬ・事であらう。

　G．　翻剛ムピンの列撒

　普通使用されるものには次の2種がある。

　k　1列のもの

　2・2列のもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理論上から云へぱ1列が適

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　當である事は論を侯たぬ。則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち2列にすると云ふことは徒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らにピンに依り折り曲げられ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る部分を多くし歩惚を減少せ

　　　OOOOO　　　　　　　　しめる．tw・6filVc至つて賄に

　　000000　　　　　　　　　i胤い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくの加く2列は不樋當な
　　　　　　一・列　　　　　　　　　　　二列　　　　　　“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るにもかSわらす多くの｝ユニ場

に使用されるに至つた原因は針数が2催まで増加されるのでドラフトを減少する轟が出來、從つて出

來高はそれだけ増加すると云ふに外ならぬ。長綿にありては繊維が長いから折り曲げられる面積が多

少増加するも不都合なきのみならす針保全上よりも2列の方がよい赦2列を探用するも差支ないと思

ふ。短綿に謝しても2列を使用する塵あれども之は考へ物である。短綿は矢張1列にしたいと思ふ。

OOOOO　OOOOO，鍛鍵課繋駕購灘壷墓芝論温
oooooooooooピン雌勧あつて・列の㈱をなさぬから不蝋

　　　　綾植ヱ　　李植ヱ　　である。　　　　（昭和五年十一月一臼異理）

難兇，簸蝋の盟審積測定迭に就て

　　お
山　　崎　　　　壽

谷　　口　　岩　　造

1．緒　　　　言

　從來獄児、獄蜥の膿容積を測定せる威績少なからすと離も、此等はすべて酒精攻は水を容れたるビ

ユレツト叉はメスシリンダーに獄、輔膿を投入し、国盛の増加或は排除せる水量を測定し、之を膿容

積と看傲したるものなりとす。

　帥ち是等の方法は其實験上の誤差大なるのみならす繰作に不便、且つ相當の時を費すべし。


